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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

 A 期待どおりの成果があった 

〇 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、外界から遮断され動作点変動のない π 型量子計算回路により、量子回路の大規模化と量

子状態のコヒーレンスとのトレードオフを明らかにして、その知見を基に、１００量子ビット大規模回

路を作製し、量子アルゴリズムを実行して量子超越性（古典計算機に勝る計算能力の証明）を実証する

ことを目的としたものである。 

（意見等） 

 ３つの研究目的、(１)磁束バイアスのないオリジナルな磁性ジョセフソン接合 π 量子ビット実証、

(２)半磁束量子制御回路を用いた低消費電力化の実現、(３)大規模量子計算回路の実現、いずれにおい

ても動作実証及び 80 量子ビット実現を達成した。また、大規模化に伴って出現したコヒーレンス時間

の劣化の本質が、π 接合のエネルギー散逸にあることも解明し、性能向上に向けた材料・デバイス構

造を提言したことも評価する。一方、古典計算機に勝る計算能力を示す量子超越性の実証には至らなか

ったが、高コヒーレンス化の実証を通して、今後の進展に期待しうる道筋を示した。 


